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2023年版
家庭用リチウムイオン蓄電システム　推奨部品申請書
推奨基準を満たしていることを確認し、下記の部品を「環境共生住宅推奨部品」に登録申請いたします。
　　
	年月日
	

	社名
	

	担当部署
	


	●担当者

	
	役職
	

	
	氏名
	

	
	住所
	〒　　　　　　　　


	
	電話番号
	

	
	FAX番号
	

	
	メールアドレス
	


	●会員区分

	□正会員　　　　　　□情報会員　　　　　　□会員関連会社　　　　　　□会員外


　　※該当する区分を■としてください。
■申請部品情報
該当するものを■としてください。
記載いただくＨＰアドレスは直接リンクを張ってもよいアドレスにしてください。
原則として、会社のトップと部品を紹介しているページへの直接リンクを致します。
取得済み適合規格については、取得している規格名と認定番号等を記載してください。なお、ＨＰには取得済みの適合規格があるかどうかの記載のみで、具体の適合規格と認定番号は掲載されません。
●ホームページに掲載される内容
	御社トップページ
のアドレス
	


	種類
	□スタンドアローン型　　　　　　□系統連系型
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	
	
	※その他の設備連携等の対応についての確認事項

	
	
	
	太陽光発電入力
	□あり　　　　　　　　□なし

	
	
	
	燃料電池発電入力
	□あり　　　　　　　　□なし

	
	
	
	ＨＥＭＳ対応
	□あり　　　　　　　　□なし

	
	
	
	Ｖ２Ｈ対応
	□あり　　　　　　　　□なし

	
	
	
	停電時自立出力
	□ＡＣ１００Ｖ　　　　□ＡＣ２００Ｖ

	部品名
	

	部品を紹介
している
ＨＰアドレス
	

	適用範囲
	□新築　　　　□リフォーム　

	取得済みの
適合規格
（認定番号）
	


●備考（ホームページには掲載されません。部品の特徴など必要に応じて記入してください）
	製品の写真
	

	備考
	


●適合状況を確認する内容：ＨＰには掲載されません。
社名　　：　　　　　　　　　　　　　　　　

部品名称：　　　　　　　　　　　　　　　　
	推奨基準への適合状況　　※該当する性能を記載してください。
登録のためにはすべての基準を満たす必要があります。

	環境性能の条件
	確認すべき事項
右　性能欄に記載する内容
	当該部品が該当する性能

	１．省エネルギー・脱炭素化のため、下記の全てを満たしていること。
　①「ECHONET Lite」規格を標準インターフェイスとして搭載していること。
　②再生可能エネルギーを効果的に蓄電できるモードを有していること。
　③蓄電池システムに採用している電力変換装置の電力変換効率が94％以上であること。
	①「ECHONET Lite」規格を標準インターフェイスとして搭載していることがわかる資料を提示すること。
②再生可能エネルギーを効果的に蓄電できるモードを有していることがわかる資料を提示すること。
③電力変換効率がわかる資料を提示すること。
	

	２．耐久性の向上のため、下記の全てを満たしていること。
①設置等の施工が適切にできること。
②長く使い続けることができるための取り組みがあること。
③15年で60％以上の容量保証があること。
④電池システムは、「サイクル試験」、「保存寿命試験」の少なくとも、いずれか一方の試験を行い、試験後容量の定格容量に対する割合が、サイクル試験においては 60％以上、保存寿命試験においては 75％以上であること。
	①施工マニュアル等が整備されている
施工マニュアルの有無を記載。
②取り組み内容
例：耐久性を保つメンテナンスが行える。パーツごとに取替えが容易（可能）である。メンテナンス体制が整っており定期的に点検がある。など
③容量保証の内容がわかる資料を提示すること。
④BL認定基準におけるサイクル試験または保存寿命試験結果の値。
	

	３．３Ｒの推進のため、廃棄物の発生抑制を目的とし、下記のいずれかを満たしていること。
①主要部材について、リサイクル材を使用していること。
②主要部材についてリサイクル可能な材料を使用し、その材料ごとに分離を可能にしていること。
③梱包材料について、削減や再生資源を使用していること。
④産業廃棄物広域認定制度を取得していること。
⑤生産工場がISO14001認証を取得していること。

⑥その他、部品のライフサイクル各段階で３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の取り組みを実施していること。
	①リサイクル材料の種類と使用部位、可能であれば使用量
②リサイクル可能な材料の種類と使用部位、材料ごとの分離方法
③取り組み内容
例：部分的な梱包とし使用量を削減している。梱包材料を段ボールなどリサイクル可能な材料に統一している。など
④⑤認定・推奨番号
⑥取り組み内容
	

	４．地域環境の汚染防止のため、下記を満たしていること。
騒音値が低く、40dB以下（A特性音圧）であること。
	○機器騒音レベルがわかる資料を提示すること。
	　

	５．ユーザーのニーズに応える安心・安全の提供のため、下記の全てを満たしていること。
　①下記のいずれかの試験で災害対策基準を満たしていること。
　　■単セル試験
　　　SAE J2464 NOV 2009に規定されている試験項目「4.3.3 釘刺試験」、「4.3.6 圧壊試験」を実施し、判定基準に適合すること。

　　■蓄電システム試験
　　　蓄電システムの筐体天面に対して、平板で50kNの圧力を掛け（保持時間：10分間）、加圧したままの状態で、筐体が変形しないことを確認すること。
　②電池システムは、JIS C 8715-2：2019の「類焼試験」に基づく試験を行い、外装に発火又は破裂がないこと。
　③蓄電システムは、JIS C 4412に基づく試験を実施しておりS認証を取得していること。
	①いずれかの試験について、第3者認証機関による確認結果（試験成績書、認証書等）がわかる資料を提示すること。
②JIS C 8715-2：2019の「類焼試験」に基づく試験結果（試験成績書等）を提示すること。
③JIS C 4412に基づく試験結果がわかる資料（S認証の認定証等）を提示すること。
	

	６．レジリエンスの向上のため、下記の全てを満たしていること。
　①停電時に自動的に自立運転を開始し、電力を供給できること。
　②太陽光発電等と連携する場合は、太陽光パネル等が直流で直接接続できる入力直流電源装置を有していること。
　③太陽光発電と燃料電池を導入する場合は、3電池連携が可能なシステムとなっていること。
	①停電時における自立運転の仕組みがわかる資料を提示すること。
②太陽光パネル等が直流で直接接続できる入力直流電源装置を有していることがわかる資料を提示すること。
③蓄電池、太陽光発電、燃料電池の3電池連携が可能なシステムであることがわかる資料を提示すること。
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